
 
第 14 号（平成 24 年 12 月 13 日発行） 

復
興
交
付
金
事
業
計
画
の
変
更
が 

承
認
さ
れ
ま
し
た 

 

前
号
で
お
知
ら
せ
し
た
復
興
交
付
金
事
業
計
画
の
変
更

に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
、
復
興
庁
並
び
に
事
業
を
所
管
す
る

国
土
交
通
省
で
審
査
・
確
認
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
こ

の
度
、
提
出
し
た
事
業
計
画
通
り
、
平
成
二
十
五
年
度
以
降

の
事
業
に
対
す
る
復
興
交
付
金
、
四
億
千
六
百
七
十
万
八
千

円
が
配
分
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。 

こ
の
結
果
、
当
初
決
定
し
た
、
被
災
家
屋
の
取
壊
し
除
却
、

改
良
住
宅
（
市
営
住
宅
）
の
建
設
、
都
交
差
点
か
ら
利
根
川

堤
防
へ
の
歩
行
者
専
用
道
路
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
国
の
財

政
支
援
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
事
業
実
施
に
向
け
、

大
き
く
前
進
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
千
葉
県
が
実
施
を
予
定
し
て
い
る
、
県
道
千
葉
竜

ヶ
崎
線
（
旧
タ
カ
ヨ
シ
前
交
差
点
～
都
交
差
点
間
）
の
歩
道

拡
幅
に
つ
い
て
も
、
あ
わ
せ
て
国
の
財
政
支
援
が
決
定
し
ま

し
た
。 

な
お
、
平
成
二
十
六
年
度
以
降
に
着
手
を
予
定
し
て
い
る

都
一
号
公
園
の
再
整
備
や
、
現
在
検
討
中
の
事
業
に
つ
い
て

は
、
改
め
て
、
事
業
計
画
の
変
更
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。 

 

 
 

 

説
明
会
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す 

 

来
年
、
一
月
十
九
日
（
土
曜
日
）
午
前
十
時
か
ら
、
近
隣

セ
ン
タ
ー
ふ
さ
の
風
に
お
い
て
、
被
災
者
を
対
象
と
し
た
説

明
会
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

説
明
会
は
、
事
業
の
進
捗
状
況
と
現
在
策
定
し
て
い
る
小

規
模
住
宅
地
区
改
良
事
業
計
画
案
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

等
の
説
明
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

被
災
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
詳
細
が
決
ま
り
次
第
、
改
め
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

布
佐
東
部
地
区 

 

液
状
化
対
策
検
討
委
員
会
が 開

催
さ
れ
ま
し
た 

 

対
策
室
で
は
、
布
佐
東
部
地
区
の
液
状
化
対
策
に
向
け
て
、

事
業
計
画
の
策
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

事
業
計
画
は
、
地
盤
工
学
や
建
築
工
学
等
の
専
門
家
五
名

に
よ
る
「
我
孫
子
市
液
状
化
対
策
検
討
委
員
会
」
で
、
計
画

の
安
全
性
、
妥
当
性
な
ど
に
つ
い
て
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、

来
年
三
月
末
ま
で
に
取
り
ま
と
め
て
い
く
予
定
で
す
。 

 
 （

第
一
回
液
状
化
対
策
検
討
委
員
会
） 

十
二
月
三
日
、
液
状
化
対
策
検
討
委
員
会
の
第
一
回
目
の

会
合
を
、
布
佐
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
会
議
室
で
開
催
し
ま

し
た
。 

当
日
は
、
市
長
あ
い
さ
つ
、
委
員
長
、
副
委
員
長
の
選
任

等
を
行
っ
た
後
、
早
速
、
被
災
状
況
、
地
盤
の
検
証
結
果
、

再
液
状
化
の
検
証
結
果
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
検
討

結
果
を
報
告
し
、
様
々
な
視
点
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
会
議
終
了
後
に
は
、
現
地
で
被
害
に
あ
っ
た
建
物

の
状
況
や
地
盤
の
沈
下
状
況
な
ど
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。 

第
二
回
の
液
状
化
対
策
検
討
委
員
会
は
、
一
月
二
十
八
日

（
月
曜
日
）
午
前
中
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。 

（
時
間
・
場
所
未
定
） 

 被
害
記
録
等
、
情
報
の
収
集
に
ご
協
力
を

 

 

布
佐
東
部
地
区
に
適
し
た
液
状
化
対
策
を
検
討
し
て
い
く

た
め
に
は
、
当
地
区
の
液
状
化
の
実
態
を
よ
り
詳
し
く
調
査

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

液
状
化
が
発
生
し
た
時
の
様
子
や
、
被
害
の
状
況
な
ど
に

つ
い
て
、
改
め
て
、
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
て
い
き
ま
す
の

で
、
ご
協
力
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

な
お
、
水
や
砂
が
噴
き
出
す
様
子
や
被
害
の
状
況
が
わ
か

る
写
真
、
ビ
デ
オ
を
お
持
ち
の
方
は
、
ご
提
供
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

 

発
行
・
問
合
せ
先 

 
 

我
孫
子
市
役
所
布
佐
東
部
地
区
復
興
対
策
室 

（
住
所
）
我
孫
子
市
都
十
‐
一
（
国
道
３
５
６
号
都
交
差
点
脇
） 

（
電
話
）
０
４
‐
７
１
８
５
‐
２
４
６
２ 

境
界
杭
・
境
界
標
の
設
置
に
着
手
し
ま
す 

 

震
災
に
よ
り
被
害
の
あ
っ
た
土
地
の
境
界
再
確
定
に
つ
い
て

は
、
今
年
の
一
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
土
地
所
有
者
の
皆
さ
ん

の
立
会
い
を
頂
き
、
境
界
点
を
決
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
九
月

か
ら
は
、
決
定
し
た
境
界
点
に
よ
り
作
成
し
た
「
筆
界
確
定
図
」

を
承
認
い
た
だ
く
作
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。 

こ
れ
ま
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
土
地
の

所
在
数
五
百
六
筆
の
ほ
と
ん
ど
の
土
地
に
つ
い
て
は
、
承
認
を

頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
未
だ
、
承
認
を
頂
け
な
い
土
地

も
残
っ
て
い
ま
す
。 

承
認
い
た
だ
け
な
い
土
地
に
つ
い
て
は
、
最
終
的
に
は
、
隣

接
す
る
土
地
を
含
め
、「
筆
界
未
定
」
と
し
て
、
処
理
す
る
こ
と

と
な
り
、
将
来
的
に
個
人
で
境
界
確
定
測
量
や
登
記
申
請
を
し

な
け
れ
ば
、
土
地
利
用
が
出
来
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。 

対
策
室
で
は
、
五
百
六
筆
、
全
て
の
承
認
を
頂
く
こ
と
を
目

標
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
が
、
今
後
の
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

の
関
係
か
ら
、
来
年
一
月
末
で
境
界
の
確
定
・
承
認
作
業
を
一

度
終
了
し
、
登
記
事
項
の
変
更
に
関
す
る
図
書
を
取
り
ま
と
め
、

法
務
局
に
申
請
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

な
お
、
境
界
杭
や
境
界
標
の
設
置
作
業
に
つ
い
て
は
、
承
認

を
頂
い
た
土
地
か
ら
順
次
行
っ
て
い
き
ま
す
が
、
筆
数
が
多
い

こ
と
か
ら
全
て
完
了
す
る
の
は
、
来
年
三
月
と
な
る
予
定
で
す
。 

早
期
に
設
置
を
望
ま
れ
る
場
合
は
、
対
策
室
ま
で
、
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。 

 

年
末
年
始
休
業
日
の
お
知
ら
せ 

 

 

復
興
対
策
室
の
事
務
所
は
、
十
二
月
二
十
九
日
（
土
曜
日
）

か
ら
一
月
三
日
（
木
曜
日
）
の
間
、
お
休
み
と
な
り
ま
す
。 

休
み
期
間
中
、
工
事
箇
所
の
不
具
合
等
、
緊
急
の
御
用
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
市
役
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

☎
０
４
‐
７
１
８
５
‐
１
１
１
６
（
休
日
・
夜
間
の
み
） 

 

第 1４号 

 


